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11月27日、浪江町民によるパトロール隊「浪江町防犯見守

り隊」が発足し、役場本庁舎で発隊式が行われました。

今後、見守り隊により町内のパトロール、立入者への声掛

けを行っていきます。

発隊式後は、警察等の防犯関係団体との合同パトロール出

動式が行われました。

11月28日に行われた、平成26年度全国報徳研究市町村協議

会総会において、本協議会へ加盟している当町を含めた全17

市町村で協定締結を行いました。

※全国報徳会研究市町村協議会とは、報徳思想に学び、自治

体の行財政改革をすすめ、地方分権の時代に備えたまちづ

くり・ひとづくり等について協議するとともに、二宮尊徳

の生涯や考え方を周知するための活動を行うことを目的と

した協議会です。

今年で４回目となる復興なみえ町十日市祭が11月

29・30日の２日間、二本松駅前周辺で開催されました。

会場では大堀神楽保存会による神楽や請戸の田植

踊りなどの伝統芸能、福島県出身の舞妓さんによる華

麗な舞いが披露されました。また、浪江小・津島小学

校の児童による太鼓、浪江中学校の生徒によるよさこ

いが披露されたほか、浪江町の各仮設住宅、借上げ住

宅の自治会の皆さんの作品も展示され、会場は大いに

賑わいました。
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

11月16日、第26回ふくしま駅伝（市町村

対抗福島県縦断駅伝競走大会）が開催さ

れ、53チームが白河市から県庁（福島市）

までの16区間95.1㎞を競い合いました。

浪江町は町の部11位、総合29位でした。

皆さまの応援ありがとうございました。

11月25日、二本松市旧平石小学校仮設住宅で、あきた年金

者ボランティアの会（事務局：山内宏様）の支援で「秋田民

謡ときりたんぽの集い」が開催されました。

当日はあいにくの雨空でしたが、近くに避難されている方

たちも集まり、秋田民謡を楽しみながら温かい本場のきりた

んぽ鍋を楽しみました。

11月30日、山形県最上町交流促進課と観光協会の方々が相

馬市大野台第８応急仮設住宅を訪れ、仮設に入居している皆

さんに芋煮汁を振る舞ってくださいました。震災直後に最上

町に避難した町民の方がお世話になった縁で、「仮設入居の

皆さんにもぜひ芋煮汁を食べていただきたい」とのことで、

今回の訪問となりました。

芋煮汁は地元で収穫された里芋とネギ、山形産牛肉にシメ

ジやマイタケ、コンニャクが入った醤油味ベースの鍋です。

当日はあいにくの小雨模様でしたが、町民の皆さんは熱々

の芋煮汁をおかわりしておいしくいただき、心から温まるこ

とができました。
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11月20日、静岡県避難者支援実行委員会様（義援金等） 12月２日、日産自動車㈱様（復興支援車両の寄贈）
　　　　　アルパイン㈱様（カーナビゲーションの寄贈）

11月14日、全国法人会総連合様、大同生命保険株
式会社様、ＡＩＵ損害保険株式会社様（寄附金）

11月14日、鹿児島市のお米で支援プロジェクトチーム「どん
こ村」開拓団様（図書券）

＊「どんこ村」開拓団
「東日本大震災孤児・遺児の
ために自分たちでできること
をしよう」との思いから、身
近な遊休農地の田んぼでお米
を作り、その販売益で支援を
行っている団体。
「どんこ」とは、鹿児島で
「カエル」のこと。この活動
が「カエルの歌」の輪唱のよ
うに広がって欲しいとの願い
を込めている。

国土交通省の「平成26年度地域づくり表

彰」において、浪江焼麺太国（代表：八島貞

之氏）が最高賞である大臣賞を受賞し、11月

27日に表彰式が行われました。

浪江町のご当地グルメ「なみえ焼そば」の

ＰＲを通じて、食による“まちおこし”に取

組み、東日本大震災後も“まちのこし”を合

言葉に活動を継続することで、全国に避難し

ている浪江町民に勇気を与えるなど、地域の

心の復興に大きく貢献している点が評価され

ました。大臣賞の受賞は、福島県内では初め

てです。

みなさまから役場二本松事務所へ義援金等の支援をお届けいただきました。
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